
　７．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所（株））
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる ○ ○
やや良くなる 高級レストラン（支配

人）
・来客数、販売量、単価のすべてで３か月前を上回っている
ため、今後はかなり良くなる。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・ビジネス利用が活発で平日は稼働率が伸びているが、週末
は旅行代理店経由の客単価が減少しているため、今後は苦戦
を強いられる。ただし、ホテル全体では企画商品の受注が伸
びているため、堅調に推移する。

通信会社（経営者） ・前の四半期に比べて商品の流通量が増え、販売奨励金も増
える傾向にある。

その他レジャー施設
［球場］（経理担当）

・プロ野球のシーズン前であるが、コンサートや展示会、販
売関係のイベントが予定されており、例年並みの集客とな
る。

変わらない 一般小売店［時計］
（経営者）

・ガソリンや灯油の高騰で困っているという客の声が、年代
を問わずよく聞かれる。先行きの不安があり、購買意欲は低
下していく。

百貨店（売場主任） ・これからリニューアル工事が進むことで、売場面積が更に
減少するため、売上については非常に厳しい。

百貨店（サービス担
当）

・１月からはクリアランセールを大々的に展開するが、購買
は全体的に縮小傾向で、余計な買物はしない傾向がますます
強まっている。

スーパー（経理担当） ・年明けから値上げが本格化するため消費動向が悪化するほ
か、競合他社を含めた販売政策により競争が激化する。

スーパー（広報担当） ・食品の値上げ報道が相次いでいるため、客の購買意欲が低
下する。

コンビニ（経営者） ・新しくオープンした競合店との決着がつくまでは厳しい状
況が続く。このエリアで２軒の両立は困難である。

乗用車販売店（経営
者）

・排ガス規制の影響でトラックの売行きが好調であるが、そ
のほかの車種の売上や車検の申込が不調である。

乗用車販売店（営業担
当）

・最近は新車の購入よりもメンテナンスの依頼が多いほか、
買い控え傾向は今後も続く。

住関連専門店（経営
者）

・商品の仕入単価が上昇しており、販売価格に転嫁している
が、その影響が今後どう出るかが不透明である。今のところ
は、値上げは仕方がないものと受け入れられている。

その他専門店［医薬
品］（店員）

・セールでは化粧品関連の売行きが良いものの、来客数はあ
まり伸びていない。

その他専門店［スポー
ツ用品］（経理担当）

・大型の寒気の到来にも期待できないため、冬物商材の売行
きは悪くなる。

観光型旅館（団体役
員）

・高速道路の延伸や、新しい食材の開発などのプラス要因は
あるものの、来年に予定されている諸物価の値上げもあり、
明るい見通しは立てにくい。

都市型ホテル（マネー
ジャー）

・宿泊部門の予約状況から判断すると前年の売上はクリアで
きるものの、料飲部門の動きは鈍いほか、原材料価格の上昇
によって収益が圧迫される。

都市型ホテル（営業担
当）

・年明けについては、宿泊はイベント関連の特需で前年より
も高稼動となるが、一般宴会、婚礼は小規模の予約が多く厳
しい状況が続く。また、原材料の高騰が続いているためコス
ト面でも厳しくなる。

タクシー運転手 ・タクシー台数は増えているが客が増えておらず、大阪は忙
しい様子が全くない。

観光名所（経理担当） ・販促活動や広告量の増加で集客に努めているため、現状は
少し上向いているものの、２～３か月後は前年並みの推移と
なる。

その他レジャー施設
［イベントホール］
（職員）

・年末年始にかけて例年よりもイベント数が若干増えてお
り、この動きが２月以降も続くかどうかが問題である。

その他サービス［生命
保険］（営業担当）

・保険金不払い問題の調査や再発防止への対応に人手が取ら
れており、営業関連への対応が遅れている。

住宅販売会社（経営
者）

・原油高などによる建材価格の高騰が続く。

やや悪くなる 商店街（代表者） ・12月でも客の購買意欲は盛り上がっていないため、来月以
降も厳しくなる。

商店街（代表者） ・昨年は12月20日から営業時間を１時間延長したが、今年は
客足の引きが早いため、閉店時間を延長していない。

一般小売店［鮮魚］
（営業担当）

・繁忙期であるはずの12月でこの状態であるため、１月以降
は非常に厳しくなる。

家計
動向
関連



一般小売店［精肉］
（管理担当）

・飼料価格が本格的に高騰しており、今後影響が出てくる。

一般小売店［雑貨］
（店長）

・客が景気の悪化を感じており、今後たばこの購入を控える
動きが出てくる。さらに世の中では禁煙の動きが強まってい
るため、売上は減少傾向となる。

一般小売店［コー
ヒー］（営業担当）

・当社の取扱商品だけではなく、様々な商品が軒並み値上が
りしている。客も商品の内容を吟味するようになっており、
大型連休も消費の増加につながりにくくなっている。

百貨店（売場主任） ・様々な商品が値上がりするなか、数か月先には身の回り品
でも値上げが増える。値上げ商品では売上が減少するほか、
購買全体についても力強さが欠けるため、今後は非常に厳し
い状況となる。

百貨店（営業担当） ・12月であるにもかかわらず高額品の引き合いが少なく、今
後の商談につながる商材がない。客の心理も近年になく冷え
込んでいる。

百貨店（マネー
ジャー）

・梅田地区に同業他社の大きな店がオープンするのに加え、
京都でも競争が更に激しくなる。

百貨店（売場担当） ・客やマーケットの変化に、百貨店やアパレルのビジネスモ
デルが対応できなくなっている。

スーパー（経営者） ・12、１月には小麦粉やラーメンの値上げが予定されてお
り、消費が一段と冷え込む。

スーパー（経営者） ・見送っていた値上げを、年明けから少しずつ実施せざるを
得ない。それによる販売減が懸念されるほか、他社の様子を
見ながらの価格転嫁となるため、売上、利益共に厳しさが増
す。

スーパー（店長） ・今後も商品値上げが続くなかで、客の間ではますます生活
防衛意識が強まる。ガソリンの高騰で車での来店も減るた
め、販売点数に影響が出る。

スーパー（店長） ・来年度も食品メーカーによる値上げが続くため、消費者の
購買動向は更に厳しくなる。その一方、価格据置商品で対応
するなど、スーパー間では価格競争が更に激しくなり、体力
勝負の状況となる。

スーパー（管理担当） ・原材料の仕入価格は今後も上昇が避けられないが、他社と
の競争があるため販売価格は抑えなければならない。

コンビニ（経営者） ・独自性があって価格も高いような新商品が出てこない限
り、客単価の上昇は難しい。

コンビニ（店長） ・上半期は客単価の低下で売上は減少傾向にあったが、最近
は来客数も減少しており厳しい状況となっている。コンビニ
エンスストアではリピート客の割合が高いため、客１人当た
りの来店回数が減っている可能性もある。

コンビニ（店長） ・客がコンビニの商品に対して飽きている感があり、売上が
全体的に落ちてきている。年始は客が減るため、キャンペー
ンがなければ売上の維持や増加は難しい。

コンビニ（店長） ・来年にはパン以外にもラーメンやビールが値上がりするた
め、客単価が低下する。

コンビニ（マネー
ジャー）

・近隣の競合店の営業状況は前年比で悪化しており、いずれ
は当店も同じ傾向となる。

衣料品専門店（営業・
販売担当）

・スーツのオーダーを先に延ばそうとする感がある。

乗用車販売店（営業担
当）

・売上が徐々に減少している一方、部品の仕入価格は値上が
りしている。

住関連専門店（店長） ・売上に変化はないものの、仕入価格の上昇は続く。原油高
に伴い、梱包資材やガソリンの価格は既に上昇が始まってい
る。

一般レストラン（ス
タッフ）

・諸物価の上昇で、消費者の財布のひもが固くなっている。
今後、値上げの影響が消費者の間で徐々に広がることで、消
費意欲はますます低下する。

スナック（経営者） ・ボーナスや忘年会シーズンが今の程度の動きであれば、
１、２か月先については厳しい状況となる。

観光型ホテル（経営
者）

・今後２、３か月の予約状況は、例年に比べてもあまり良く
ない。予約申込の間際化が進んでいるものの、休前日でもま
だかなりの空室が残っている。

観光型旅館（経営者） ・特に目立ったイベントがないほか、宴会の需要も減少傾向
が続く。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・法人客をみると、原油価格や流通コストの上昇が経費を圧
迫しており、出張費の抑制や宴会などの見直しが進んでい
る。その一方、ホテル間の価格競争も限界に来ている。



都市型ホテル（役員） ・宿泊の予約状況をみると前年に比べて動きが鈍いほか、宴
会の件数も落ち込んでいる。レストランは何とか前年をクリ
アできそうであるが、ホテル全体では下降気味である。

旅行代理店（広報担
当）

・海外旅行における燃油サーチャージの上乗せが、予約の足
を引っ張っている。今後はこの影響がますます強まってく
る。

旅行代理店（営業担
当）

・客の動きが明らかに鈍くなっている。

タクシー運転手 ・原油高でコストが上昇しており、東京と同様に値上げする
可能性もあるが、仮にそうなれば今以上に利用が減少するこ
とになる。

タクシー会社（経営
者）

・燃料をはじめ、様々な商品が値上がりしている。以前から
タクシーに関しては節約傾向が続いていたが、その傾向がま
すます強まる。

競輪場（職員） ・ここ数か月は入場者の平均購買単価が低下を続けており、
上昇に転じる要素が見当たらない。

美容室（経営者） ・年金生活の客の来店回数が減ってきたり、自分で白髪染め
したりする客が増えている。

その他サービス［ビデ
オ・ＣＤレンタル］
（エリア担当）

・物販での売上の鈍化が続いている。

住宅販売会社（経営
者）

・新景観条例の施行のほか、建築基準法の改正により業界は
混乱を来たしている。折からの地価上昇で投資利回りも低下
しており、投資家による不動産離れが見受けられる。

住宅販売会社（従業
員）

・地元の不動産仲介業者の元には、デベロッパーの用地仕入
担当者が頻繁に訪問していたのが、最近はかなり減ってい
る。販売状況が芳しくないため、用地の仕入れに慎重な動き
がみられる。

住宅販売会社（総務担
当）

・建築基準法の改正に伴う確認申請の遅れにより、客の動き
も鈍くなってきている。

その他住宅［展示場］
（従業員）

・建築基準法の改正により、客に対する物件の引渡し時期の
予定が立たず、ハウスメーカー各社は苦労している。

悪くなる 商店街（代表者） ・近隣にオープンした商業施設に客を奪われて人通りが少な
くなり、18時には閉店する状態となっている。

衣料品専門店（経営
者）

・食料品をはじめとする商品の値上げの影響が大きいほか、
衣料品は買い控え傾向が続いているため、今後はますます厳
しくなる。

一般レストラン（経営
者）

・食に対する不信が強まっているため、厳しい状況となる。

住宅販売会社（経営
者）

・戸建分譲では客の購入マインドが低下しており、広告、住
宅情報誌などで集客を図っても効果がない。

その他住宅投資の動向
を把握できる者［不動
産仲介］（経営者）

・不動産の取引価格が下落しているが、この傾向は今後も続
く。

良くなる 建設業（経営者） ・建築基準法改正の影響で７～９月はかなり受注が落ち込ん
だが、その反動が出始めている。

やや良くなる 建設業（営業担当） ・建築基準法改正による影響が長引いているが、建築確認が
下りる事例も徐々に出てきており、３～６か月後には落ち着
く。また、建築資材や人件費が上昇している一方、製造業を
中心とした設備投資需要の増加を示す情報も増えている。

輸送業（営業担当） ・４か月続けて個人消費関係の荷物が増えており、景況感は
良い。

その他サービス業［イ
ベント企画］ （経営
者）

・今のところ大きな動きはないが、取引先に若干活気が出て
きている。

変わらない 食料品製造業（従業
員）

・食品業界にも、値上げを行う業種と迷っている業種があ
る。一時的な駆け込み需要もみられるものの、値上げ後に売
上が伸びるような状況ではない。

化学工業（管理担当） ・例年２～３月は受注が多くなるが、今年は石油製品の度重
なる値上げがコストの上昇につながっている。さらに関東で
の化学工場の事故の影響もあるため、年明け以降は不透明感
が増してくる。

金属製品製造業（総務
担当）

・ビル用のサッシなどにも、建築基準法改正に伴う契約の遅
れや工期の遅れが目立ってきている。

一般機械器具製造業
（経営者）

・今後数か月は、取引先で設備投資の活発な状態が続く。

電気機械器具製造業
（営業担当）

・材料である銅価格が上がっているため、今後の受注につい
ては不透明である。

企業
動向
関連



電気機械器具製造業
（宣伝担当）

・今後もＡＶ関連商品は堅調に推移するほか、気温の低下な
どがなければ電化関連商品の荷動きにも大きな変化はない。

建設業（経営者） ・原油価格の高騰により、年明けから建設資材の値上がりが
始まる。さらに、建築基準法の改正で止まっていた工事も一
斉に始まるため、技能労務者も不足することになる。

金融業（支店長） ・今月は忘年会などで多くの客を乗せたが、休日の関係もあ
り、売上は前年比で15％ほど減少している。

不動産業（経営者） ・比較的規模のまとまった倉庫や配送センター用地、工場用
地などへの需要は依然としておう盛である。

その他非製造業［機械
器具卸］（経営者）

・原油高の影響で商品が値上がりしているが、値上げとは無
関係に商品の動きが鈍い。

やや悪くなる 食料品製造業（経理担
当）

・特定の商品は売れているが、レギュラー商品の売上が大半
を占めている。

繊維工業（企画担当） ・メイン商品である高額商品は、売行きの回復が見込めな
い。

繊維工業（総務担当） ・信頼回復が進んでいる取引先では小売が伸びているが、旧
態依然とした販売方法には客も嫌気がさしている。一方、単
価を下げて販売しているため、加工代などの上昇が利益を圧
迫している。

繊維工業（団体職員） ・加工費などでは、更なる値上げ要請が来ている。
一般機械器具製造業
（経営者）

・新年度分の受注の確定が遅いほか、防衛関連の注文も少な
くなっている。

その他製造業［履物］
（団体役員）

・原油価格の上昇で収益が圧迫されている。

輸送業（営業所長） ・今はトラックが足りないほど荷物量は多いが、先行きの見
通しは暗い。

輸送業（総務担当） ・原油高騰のほか駐車禁止対策などで必要以上にコストが掛
かっている。暖冬で荷物の動きも鈍化していることから、業
績は昨年と同様に悪い状況である。

金融業（営業担当） ・消費者が１万円の商品でもよく検討して購入する傾向は今
後も続くことから、紳士服小売業者や紳士服製造・卸売業の
売上は増加しにくい。

新聞販売店［広告］
（店主）

・前年に比べて折り込み件数が落ち込んでおり、売上が減少
している。年末年始にかけては、経済的な理由で購読が止
まったり、購読料を滞納したりといった動きが目立ってい
る。

経営コンサルタント ・近くのインキュベーション施設では、年の半ばまでは入居
希望が多く空室待ちの状態であったが、現在は逆に空室が発
生している。創業者のマインドもやや冷え込んでおり、これ
が少なくとも年度末までは続く。

経営コンサルタント ・取引先の住宅関連会社では、戸建住宅、集合住宅マンショ
ンの建築や受注が回復する見通しが立っていない。

悪くなる 繊維工業（総務担当） ・原料高によるコスト上昇のほか、販売先の在庫増加に伴っ
て販売量が更に減少する。大企業のようには販売価格へ転嫁
できず、仮に転嫁の要望を出せば、契約数量が更に減らされ
るという状況である｡

金属製品製造業（管理
担当）

・新築物件の着工が増える見通しが立たない。

不動産業（営業担当） ・建築基準法改正による建築の着工の遅れが土地の相場にも
影響を与えており、不動産ファンドも購入を手控え始めてい
る。

良くなる － －
やや良くなる 職業安定所（職員） ・有効求人倍率は大幅に低下しているが、引き続き１倍を上

回っているため、依然として改善の動きは続いている。一
方、主要産業で新規求人数の減少がみられるものの、求人受
理時の取扱方法の変更も影響しているため、動向の判断は慎
重に行う必要がある。

民間職業紹介機関（職
員）

・建築基準法の改正による問題が少しは緩和するほか、堺市
臨海部での大手電機メーカーの工場が着工した影響で、鉄筋
工をはじめとする日雇求人も上向き傾向となる。

変わらない 人材派遣会社（経営
者）

・原油高といった懸念材料はあるものの、派遣社員への需要
に大きな影響を与えるまでには至らない。

人材派遣会社（社員） ・特に良い材料は見当たらない。雇用の拡大傾向も、最近の
大量採用により頭打ちになってくる。

人材派遣会社（支店
長）

・求職者確保に苦戦する状況は今後も続く。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・好材料は決して多くないが、年始の企画紙面は売上目標を
上回っている。

雇用
関連



職業安定所（職員） ・原油の高騰が更に進んだとしても、雇用面への影響がある
という企業は少ない。また、製造業や運輸業など、原油高の
影響が大きな事業所のなかには、他業種への転換を検討する
動きもみられる。

職業安定所（職員） ・原油価格が高騰しているものの、雇用面への影響は少な
い。

学校［大学］（就職担
当）

・大手、中堅企業は採用に向けて動き出しているが、中小零
細企業は新卒だけでは充足できない。第二新卒や中途採用の
ほか、外国人にまで対象を広げざるを得ない状況である。

学校［大学］（就職担
当）

・先行きに不透明感があり、企業の採用意欲も少し落ち込ん
でいる。

やや悪くなる 人材派遣会社（経営
者）

・どの企業も人が集まらないことを認識し始め、今の体制で
いく企業が増えているため、派遣依頼は今以上に伸びること
はない。ただし、来年３月に向けては経理関係などの仕事が
増えてくるため、人集めに苦労することになる。

新聞社［求人広告］
（営業担当）

・多くの人が何らかの理由で雇用や生活に不安を感じてお
り、前向きな転職などの動きが出てきにくい。

職業安定所（職員） ・派遣求人は徐々に増加しており、特に技術系の製造関係が
増えている。ただし、窓口では原油高騰による影響はまだみ
られないものの、動きはやや停滞気味である。

悪くなる － －


